
安全 ･ 安心を子ども達 へ !

｢ 放射能汚染から家族を守るために｣

政府は国民に原発事故 の真実を速やか に公表せず､ 避難民を半ば放置 し ､ 放

射能汚染に つ いて も楽観視させようとして いるの で はない で しょうか ｡ チ ェ ル

ノ ブイリの 原発事故からすで に 2 8 年が経過 しましたが ､ 現地で は未だに環境

や食品の放射能汚染が続いて います｡ 福島原発事故に よる放射能汚染の真美は

どうなのか ､ そして 放射能から家族を守るにはどうしたらよいか ､ 一

緒に考え

たいと思い ます ｡
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開催 日 : 平成 2 6 年 6 月 1 5 日 ( 日曜日)

場所 : 仙台市市民活動サポ ー トセ ンタ ー 地 下シア タ ー ホ ー ル

参加費 一 資料代 : 5 0 0 円 ( 被災者無料)

( 受付 : P 椚 0 ニ0 0 ～ )

午前の部 : 九州l O :3 0 ～ 1 2 : 0 0

映像に よる学習会

午後の部 : Pl11 3 :1 5 - 1 5 :3 0

映像と対談 ( 3 組)

主催 : ｢ 放射能被害を考える

市民の会 ･ みや ぎ｣

( 原発メ ー カ ー

訴訟の会百万人署名の

呼びか けも行 っ て います ｡ )

問 い合わせ先: 0 2 2
- 2 3 5 - 88 7 6 ( 加藤)
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